
記入例  「くらし応援募金」灯油支援とこども保養に５００円づつ 

     募金したいときは、次のように記入してください。 

     商 品 番 号   数量    商 品 番 号   数量 

     ５７０７ ５  ５７０８ ５ 
１０００円以上の募金をする場合・・・６桁番号記入欄に、数量は２桁記入が 

できます。（１０００円の場合は、数量を１０と記入ください。） 

東日本大震災支援「つながろうＣＯ･ＯＰアクション」 

「くらし応援募金」のおねがい 

東日本大震災被災者のための「仮設住宅への灯油支援」と 

「福島の子ども保養プロジェクト」のための募金を呼びかけます 
日本生協連を通じた被災地９県への組合員の被災者支援募金は１０月末現在全国で２２億２千万

円、コープさがで約506万円が寄せられました。震災より1年が経とうとしていますが、被災者

の生活再建にはなお多くの課題があり、長期にわたる多様な支援が必要です。今回、被災地の生

協から寄せられた次の2つの支援要請に応えるための、「くらし応援募金」として指定募金に取り

組みます。組合員の皆さまの温かいご支援をよろしくお願いします。 

     ※裏面に被災地生協からの呼び掛け文を掲載しています。ごらんください。 

①注文カードへの４桁番号記入により募金が出来ます。（商品代金と一緒に請求が入ります） 

②このチラシ面の募金袋を作って募金を入れ、生協の担当者へ渡すこともできます。 

◇募金受付期間（注文書提出期
間）は、１月 １６日（月）～１
月 ２７日（金）の２週間です。 

※この期間を過ぎても３月末までこ
の番号で募金できます。これまでの
義援金募金の注文番号378470はこちら

の番号に引きつぎました。 

放射線量が心配で外で遊べ
ない子どもたちを、週末に
放射線量の低い地域に連れ
出して、外遊びを体験させ
る「福島のこども保養プロ
ジェクト」のための旅費・宿泊
代等を支援します。 

冬を迎えた岩手、宮城、福島の仮設
住宅の被災者に灯油とポリ缶収納
ボックスを送ります。 

 

 

くらし応援募金・灯油支援  

1口 100円  

 

 

 

 

 

店舗での募金方法（大町、高砂店） 

☆各店舗では、レジ、またはサービスカウンターに、 

 募金箱が設置されています。 

 お買い物の時に募金にご協力ください。 

◇募金受付期間 １月 ２９日（日）まで受付けます。 

くらし応援募金に関するお問い合わせは 

コープさが生協 総務部 組織企画グループまで 

     TEL ０９５２ ３１－３９７７ 

 

被災者く
らし応援

募金箱 

募金は、店舗のサービ
スカウンターでもお預

かりいたします。 

5707 

くらし応援募金・こども保養  

  1口 100円 5708 申込 
番号 

申込 
番号 



◆班名（おところ） 

                                     

 

 

◆なまえ 

 

 

◆でんわ 

 

 
 (   ) -      

メッセージ 

※現金で募金する方は、下記のカードを切り取って、ご自宅の丌要な封筒に貼って、配達時に担当者にお渡しください。 

メッセージを 

記入して 

ください！ 
₴

ҹ

 

東日本大震災支援 被災地生協からの   
「くらし応援募金」の呼びかけ 

・つながろうCOOPアクション 

～くらし応援募金 

  募金目的  ・灯油支援         (    ) 

          ・こども保養プロジェクト (    ) 

●「福島の子ども保養プロジェクト」支援募金のお願い 

    福島県生活協同組合連合会 

全国の組合員の皆さまへ 

 2011 年3 月11 日の東京電力福島第一原子力発電所の事
敀以来、福島の子どもたちをとりまく生活環境は困難な状況
が続いています。春から夏にかけては、放射線量のモニタリ
ング、園・校庭の表土除去が大きな問題でした。遅々として
進まない対策のため、夏休みに園・学校から多くの子どもた
ちが転園・転校しました。夏休み中に県内の多くの園・校庭
で表土除去がおこなわれ、9 月 から屋外活動が再開されま
した。しかし、表土除去をしても放射線量が低減していない
園・学校があり、そこではいまだに屋外活動を開始できてい
なかったり、 短時間に制限したりしています。さらに、通学
路、公園、家屋の除染は、一部地域でようやく始まったばか
りで、多くの子どもたちが放課後や休日に外遊びができない
状況が続いています。乳幼児を育てる保護者の状況は、より
深刻です。日々の子育ての丌安に加えて、食事をどのように
したらよいのか、家屋の除染はどうなるのか、子どもの健康
は本当に大丈夫なのかなど、丌安が尽きません。さまざまな
理由によって避難できないことに悩み、さらに家族や親族、
友人の理解が得られずに孤立したり、絶望したりするケース
も見受けられます。 

 福島県生活協同組合連合会では、こうした子どもたちや保
護者に寄り添いながら、できる限りの支援をしたいというこ
とで、福島大学災害復興研究所とつながりながら、「福島の
子ども保養プロジェクト」の実施を計画することとしました。 

 休日・祝日・長期休暇を利用して、放射線量の低い福島県
の南会津地域や福島県外に子どもと保護者を連れ出し、子ど
もたちが十分に外遊びできる企画、保護者の疲れを癒す企画、
受け入れ地域の方々と交流する企画等を実施したいと考えて
います。 

 のびのびと遊ぶ子どもたちの笑顔を取り戻すために、全国
の生協の仲間に支援のご協力を何卒お願い申し上げます。 

●被災地の寒さ対策支援募金のお願い 

生活協同組合連合会コープ東北サンネット事業連合 

全国の組合員の皆さまへ 

 東日本大震災にあたり、被災地組合員は全国生協組合員の
皆様から寄せられました“愛と協同”の絆に感動し、その温
かさに“勇気と希望”をいただきました。心より御礼申し上
げます。 

 さて、岩手・宮城・福島の被災地では、冬支度対策が急が
れていますが、行政の対応は遅く、寒さから来る体調丌良な
ど生活環境の悪化が心配されています。 

 東北に住む私たちにとって「灯油」は欠くことのできない、
いのちと暮らしを守る生活必需品です。「雨、風よけの風除
室の設置」「断熱材追加」「窓の二重ガラス化」など寒さ対
策が施されたとしても、被災地の仮設住宅では厳しい冬の暖
房は灯油に頼らざるを得ません。しかも今年の灯油は、昨年
より18 ㍑1 缶で200 円以上も高く、1,600 円～1,700円
という異常値で、需要期を迎え今後も高騰が続く様相です。 

 震災で家を失い、仕事を失ったり減給されたり、わずかな
年金で暮らす被災者に、寒さ対策で更に大きな負担が予想さ
れる中、冬の灯油代をどう安く抑えるかが東北で暮らす者の
関心事です。 

 そこで、当地三生協(岩手・宮城・福島)では仮設住まいの
組合員に対して「灯油一缶(18㍑)」「灯油収納ボックス(2 
缶入)」などの無料提供を計画しております。つきましては、
無料提供の財源支援として『灯油支援募金』を全国の生協組
合員の皆様によびかけるものです。 

 皆様には出費のかさむ折り、誠に僭越なお願いとなります
が、地域を越えて支え合う絆を広げるお気持ちでご協力いた
だければご幸甚にございます。ご趣旨をお汲み取りいただき
まして、募金へのご協力をお願い申し上げます。 

組合員のみなさんへ  裏面の募金のご案内に、ご協力をお願いします 

 コープさが生活協同組合 

総務部組織企画グループ行き 


